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ェ
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初
め
に
言
葉
が
あ
っ
た
。
 

言
葉
は
神
と
共
に
あ
っ
た
。
 

言
葉
は
神
で
あ
っ
た
。
 

こ
の
言
葉
は
、
初
め
に
神
と
共
に
あ
っ
た
。
 

万
物
は
言
葉
に
よ
っ
て
成
っ
た
。
 

（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
　
1:
1～
1:
5 
)

物
理
宇
宙
に
、
視
覚
を
持
っ
た
生
命
が
い
な
け
れ
ば
、
見
る
も
の
と
見
ら
れ
る
も
の
が
な
け
れ
ば
、
 

空
間
的
広
が
り
は
存
在
し
ま
せ
ん
。
 

こ
れ
は
、
あ
る
意
味
で
、
存
在
は
あ
っ
て
も
宇
宙
が
な
い
の
と
同
じ
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

天
之
御
中
主
の
世
界
、
"あ
る
"だ
け
の
世
界
で
す
。
 

観
測
者
が
い
な
い
事
に
な
る
の
で
、
そ
の
意
味
で
も
宇
宙
は
存
在
し
な
い
と
の
表
現
も
で
き
ま
す
。
 

そ
の
意
味
で
は
、
カ
ン
ブ
リ
ア
ン
爆
発
と
は
本
質
的
に
は
ビ
ッ
グ
バ
ン
と
同
じ
現
象
の
 

位
相
の
違
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
 

見
る
も
の
、
見
ら
れ
る
も
の
が
登
場
す
る
こ
と
で
宇
宙
=時
空
が
生
ま
れ
る
わ
け
で
す
。
 

ま
た
、
私
た
ち
が
認
識
す
る
"世
界
"は
、
物
理
空
間
と
言
語
空
間
の
重
ね
合
わ
せ
に
あ
り
ま
す
。
 

語
る
も
の
と
語
ら
れ
る
も
の
を
作
り
出
す
言
葉
が
な
け
れ
ば
、
意
味
を
持
っ
た
空
間
は
生
ま
れ
ま
せ
ん
。

私
た
ち
に
と
っ
て
の
"世
界
"は
意
味
空
間
、
つ
ま
り
概
念
化
さ
れ
た
空
間
、
 

言
語
空
間
そ
の
も
の
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

そ
の
意
味
で
"世
界
"と
は
人
間
だ
け
が
所
有
し
て
い
る
も
の
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

言
葉
が
な
け
れ
ば
"世
界
"は
語
る
こ
と
も
、
語
ら
れ
る
こ
と
も
な
く
な
る
の
で
、
 

同
様
に
無
い
の
と
同
じ
で
あ
る
と
も
言
え
ま
す
。

見
る
こ
と
が
物
質
と
空
間
を
作
る

言
葉
、
名
ざ
し
と
語
り
(意
味
説
明
) 

が
物
と
世
界
を
作
る
。

▲
 

位
相
の
違
い
 

▼

➡
物
理
空
間
の
形
成

➡
言
語
空
間
の
形
成

言
語
空
間
の
形
成
と
物
理
空
間
の
形
成
が
重
な
る
 

人
間
に
と
っ
て
の
物
理
空
間
は
、
概
念
を
通
し
て
知
覚
さ
れ
る
こ
と
か
ら
 

言
語
空
間
に
物
理
空
間
は
折
り
た
た
ま
れ
て
い
ま
す
。

◉
言
葉
は
上
位
の
光

見
え
た
！

分
か
っ
た
！

見
る
事
！

知
る
事
！

*見
る
と
は
光
を
受
け
取
る
事

*量
子
力
学
・
波
動
関
数



概
念
メ
タ
フ
ァ
ー
 

明
暗
メ
タ
フ
ァ
ー
   
  明
ら
か
に
な
る
(ハ
ッ
キ
リ
と
分
か
る
) 

   
   
   
   
   
   
   
   
  ク
リ
ア
ー
だ
(明
晰
に
理
解
し
て
い
る
、
見
通
し
が
良
い
) 

   
   
   
   
   
   
   
   
  あ
る
分
野
に
明
る
い
（
そ
の
分
野
を
熟
知
し
て
い
る
）
 

   
   
   
   
   
   
   
   
  

喩
え
は
、
単
な
る
た
と
え
話
で
は
な
く
 

認
知
の
根
底
に
あ
る
、
根
本
的
な
重
ね
合
わ
せ
と
し
て
機
能
し
て
い
ま
す
。
 

ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
私
た
ち
の
認
識
の
根
底
に
あ
り
 

そ
れ
が
言
葉
を
多
様
化
さ
せ
、
言
葉
が
世
界
を
作
り
ま
す
。

人
間
は
二
重
の
空
間
性
に
生
き
て
い
る

私
た
ち
は
概
念
を
通
し
て
世
界
を
受
け
取
り
ま
す
。
 

概
念
は
言
葉
の
集
合
体
で
す
か
ら
、
"世
界
"は
言
葉
で
 

で
き
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
 

目
が
無
い
と
空
間
が
広
が
ら
な
い
よ
う
に
、
 

言
葉
が
無
い
と
"世
界
"は
あ
り
ま
せ
ん
。

物
理
空
間
▶
現
実

言
語
空
間

動
物
に
は
時
空
は
あ
っ
て
も
 

"世
界
"は
あ
り
ま
せ
ん
 

だ
か
ら
、
物
語
は
 

語
ら
な
い
の
で
す
。

⬇
 

現
実
界
 

決
し
て
触
れ
得
な
い
"何
か
"

動
物
と
人
の
意
識
の
違
い

言
語
空
間
➡
象
徴
界

⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇

物
理
空
間

ラ
カ
ン
の
象
徴
界
・
現
実
界
 

(動
物
に
は
現
実
界
し
か
な
い
)

未
知
・
無
限
 

ナ
ワ
ー
ル
 

環
世
界
の
外
部
 

語
り
得
ぬ
も
の

世
界
 

意
味
空
間
 

ト
ナ
ー
ル
 

環
世
界
と
共
有
環
世
界
 

語
ら
れ
た
も
の

外
部
空
間

内
部
空
間

⬇
 

現
実
界
 

生
命
そ
の
も
の
の
領
域

動
物
と
人
の
意
識
の
違
い

言
語
空
間
➡
象
徴
界

⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇⬇

物
理
空
間

ラ
カ
ン
の
象
徴
界
・
現
実
界
 

(動
物
に
は
現
実
界
し
か
な
い
)

重
力
に
よ
る
 

押
し
下
げ

火
と
水
の
 

押
し
上
げ

ウ
ハ
ネ

ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
・
ア
ウ
マ
ク
ア



「
言
語
と
の
出
会
い
」
は
、
現
実
を
ラ
カ
ン
の
い
う
「
不
可
能
な
も
の
」
に
変
え
る
。
 

わ
れ
わ
れ
は
一
生
、
現
実
に
触
れ
る
と
い
う
こ
と
に
対
す
る
抵
抗
と
あ
こ
が
れ
の
間
で
揺

れ
惑
う
。
し
か
し
、
人
が
事
後
的
に
現
実
を
垣
間
見
「
て
し
ま
っ
た
」
り
、
現
実
に
触
れ

「
て
し
ま
っ
た
」
り
す
る
こ
と
が
あ
る
。
 

た
と
え
ば
、
そ
れ
は
狂
気
で
あ
る
。
ラ
カ
ン
は
、
精
神
病
を
条
件
づ
け
る
要
因
と
し
て
、

こ
の
こ
と
を
見
出
し
た
。
ま
た
、
ラ
カ
ン
は
、
人
は
す
べ
て
世
俗
的
な
価
値
体
系
を
脱
す

る
と
思
わ
れ
る
「
死
ぬ
瞬
間
」
に
も
現
実
が
見
え
る
の
で
は
な
い
か
、
と
も
言
っ
て
い
る
。

ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
生
命
言
語
 

言
語
空
間
か
ら
情
報
空
間
へ

言
霊
 ウ

始
原
の
知
覚
で
あ
る
ウ
言
霊
の
心
理
的
正
体
は
何
で
あ
る
か
と
云
う
と

人
間
の
み
な
ら
ず
あ
ら
ゆ
る
動
植
物
を
通
じ
て
、
最
初
の
最
も
単
純
な
、

原
始
的
な
、
直
接
的
な
、
衝
動
的
な
、
本
能
的
な
精
神
活
動
は
感
覚
で

あ
り
、
人
間
に
あ
っ
て
は
眼
耳
鼻
舌
身
の
五
官
感
覚
で
あ
る
。

株
式
会
社
七
沢
研
究
所
   
新
装
版
 言
霊
百
神

天
之
御
中
主
神
ウ
は
揮
然
た
る
一
者
で
あ
る
が
、
こ
の
一
者
か
ら
初
め

て
天
地
が
剖
判
を
開
始
す
る
。
天
地
が
剖
れ
て
ア
と
ワ
に
対
立
す
る
と

云
う
こ
と
は
、
吾
と
我
(汝
)二
つ
に
剖
れ
る
と
云
う
こ
と
で
あ
る
。

言
霊
 ア
ワ

ウ

ア
ワ

ア
イ
ウ
エ
オ
を
少
名
彦
神
と
云
う
。
少
は
稚
(若
) 
、
名
は
言
葉
と
云
う
意
味
で
、
若
い
言
葉
と

云
う
こ
と
で
あ
る
。
ア
イ
ウ
エ
オ
は
大
自
然
界
の
音
す
な
わ
ち
梵
音
で
あ
り
、
「
ア
ワ
ア
ワ
」

と
の
み
云
う
嬰
児
の
幼
稚
な
言
葉
で
あ
る
。
 

ウ
・
ア
•ワ
の
三
音
を
造
化
三
神
と
い
う
。

母
音

高
御
産
巣
日
神
・
言
霊
 ア
   
  神
産
巣
日
神
・
言
霊
 ワ
 ◀
ア
ニ
マ
ン
ダ
ラ
的
に
は
逆

ウ
ア
ワ

生
命
系
統
樹
は
、
ウ
か
ら
始
ま
る
ア
ワ
ア
ワ

原
初
の
生
命
、
最
初
の
遺
伝
子
は
、
泡
か
ら
生
ま
れ
た

ワ
ア

ア
！
 

は
指
し
示
し
 

見
る
事
 

感
じ
取
る
事
 

在
る
我
 

カ
タ
カ
ム
ナ
・
ハ
ワ
イ
で は

"生
命
"を
現
す
 

ア
レ
➡
対
象
を
指
し
示
す

ワ
！
 

は
見
ら
れ
る
驚
き
 

自
己
と
他
者
の
結
合
 

"調
和
"を
現
す
。
 

我
在
り
 

広
が
る
世
界
を
表
す
 

ワ
に
は
、
ア
が
含
ま
れ
る
。

ワ
レ
➡
私
を
指
し
示
す
 

口
の
カ
タ
チ
は
普
遍

口
の
カ
タ
チ
が
広
が
る

ワ
ア



視
界
と
共
に
世
界
が
形
成
さ
れ
て
い
く
 

世
界
と
私
は
一
体
、
も
し
く
は
潜
在
化

観
る
 

   
   
め
で
る
 

   
   
   
 愛
で
る

ア
！

❗❗
❗

ワ
！

ウ
ワ
ア
ー
！

捕
食
者

見
ら
れ
る
 

▼
 

自
己
の
形
成

自
己
側
か
ら
の
押
し
返
し

ア
  奥
行
き
軸
　
観
て
、
前
進
す
る
こ
と
で
広
が
る
世
界

ワ
  水
平
軸
   
見
ら
れ
て
い
る
体
と
、
世
界
に
投
げ
出
さ
れ
た
主
体

観
る
主
体
軸
 

未
知
へ
の
欲
求
 

背
骨
の
軸

見
ら
れ
る
身
体
軸
 

最
適
化
へ
の
欲
求
 

表
皮
の
軸

蛇
の
体
軸
と
意
識

●
 前
を
見
る
顔

ア

ワ

ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
旋
回
運
動

①
  生
命
の
初
期
欲
求

②
 世
界
と
の
相
対
関
係

未
知

(世
界

)の
発
見

 

最
初
の
捕
食

(感
動

) 

心
地
よ
さ
を
求
め
る

 

幼
児
的
純
粋
欲
求

私
の
発
見

 

比
較
と
競
争

 

捕
食
者
と
被
捕
食
者

環
境
と
他
者

身
体
と
意
識

観
る
意
識

見
ら
れ
る
意
識

ア

ワ

①
  生
命
の
初
期
欲
求

最
初
の
捕
食

 

心
地
よ
さ
を
求
め
る

 

幼
児
的
純
粋
欲
求

私
の
発
見

比
較

 

競
争
と
非
捕
食
者

,
①
 世
界
と
の
相
対
関
係

ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
旋
回
運
動

忘
却
さ
れ
た
、
始
ま
り

見
ら
れ
る
意
識

観
る
意
識

ワ

①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①①ア



②
  相
対
欲
求

世
界
と
私
の
従
属
と
対
立

 

世
界
に
打
ち
勝
つ
欲
望

 

一
元
的
原
理
し
か
見
え
な
い

私
の
発
見

比
較

 

競
争
と
非
捕
食
者

,

③
  探
索
欲
求

世
界
と
私
の
対
称
性
が
顕
在
化

 

世
界
と
純
粋
欲
求
の
両
立
の
道

 

本
当
に
欲
し
い
も
の
を
見
失
わ
な
い

 

外
部

(可
能
性

)に
活
路
を
求
め
る

,

①
 世
界
と
の
相
対
関
係

ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
旋
回
運
動

③
 世
界
と
私
の
再
確
認

,
私
の
再
認

ワ

ア

ア

ア

ワ

蜘
蛛
の
巣
 

言
語
空
間
 

共
有
環
世
界
 

三
次
元
空
間
 

世
界

マ
カ
バ
➡
情
報
空
間
構
造
   
自
己
と
他
者
の
言
語
空
間
の
全
体
性

正
4面
体
、
マ
カ
バ
、
8面
体
の
構
造
は
、
生
物
進
化
(動
物
進
化
)の
領
域
で
は
、
 

光
と
時
空
間
形
成
の
モ
デ
ル
と
な
り
ま
す
。
 

人
間
の
意
識
で
は
、
自
己
と
他
者
の
言
葉
を
統
合
す
る
情
報
空
間
構
造
と
な
り
ま
す
。
 

言
葉
は
光
の
上
位
構
造
な
の
で
、
抽
象
構
造
は
同
じ
形
と
な
り
、
 

二
重
の
マ
カ
バ
と
し
て
表
現
で
き
ま
す
。
 

◉
ア
ワ
と
イ
デ
ア
と
カ
ン
ブ
リ
ア

我
々
の
魂
は
、
か
つ
て
天
上
の
世
界
に
い
て
イ
デ
ア
だ
け
を
見
て
暮
ら
し
て
い
た
の
だ
が
 

(ア
、
見
る
事
、
最
初
の
開
眼
、
生
命
の
初
期
衝
動
、
純
粋
認
識
) 

そ
の
汚
れ
の
た
め
に
地
上
の
世
界
に
追
放
さ
れ
、
肉
体
（
ソ
ー
マ
）
と
い
う
牢
獄
（
セ
ー
マ
）
に
押
し
込
め
ら
れ
て
し
ま
っ

た
。
(ワ
、
見
ら
れ
る
事
、
捕
食
と
非
捕
食
、
自
己
と
他
者
) 

そ
し
て
、
こ
の
地
上
へ
降
り
る
途
中
で
、
忘
却
（
レ
テ
）
の
河
を
渡
っ
た
た
め
、
以
前
は
見
て
い
た
イ
デ
ア
を
ほ
と
ん
ど

忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
(ワ
の
中
に
忘
れ
去
ら
れ
る
ア
) 

だ
が
、
こ
の
世
界
で
イ
デ
ア
の
模
像
で
あ
る
個
物
を
見
る
と
、
そ
の
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
た
イ
デ
ア
を
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら

に
思
い
出
す
。
こ
の
よ
う
に
我
々
が
眼
を
外
界
で
は
な
く
魂
の
内
面
へ
と
向
け
な
お
し
、
か
つ
て
見
て
い
た
イ
デ
ア
を
想

起
す
る
と
き
、
我
々
は
も
の
ご
と
を
そ
の
原
型
に
即
し
て
、
真
に
認
識
す
る
こ
と
に
な
る
。
 

(生
命
の
初
期
衝
動
の
想
起
、
見
る
事
=奥
行
き
の
顕
在
化
)

プ
ラ
ト
ン
の
イ
デ
ア
論
 中
期
の
描
写

◉
全
て
が
言
葉
か
ら
で
き
て
い
る

神
の
言
葉
で
あ
る
ロ
ゴ
ス
。
こ
れ
は
日
常
的
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
、
話
し
言
葉
や
、
書
き

言
葉
を
超
え
た
も
の
で
あ
る
こ
と
に
、
注
意
が
必
要
で
す
。
 

そ
れ
は
、
音
、
形
、
色
に
ま
で
遡
る
、
根
元
言
語
、
生
命
言
語
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

一
般
的
に
意
識
さ
れ
る
言
葉
と
は
、
単
語
や
数
が
文
法
に
よ
っ
て
連
な
る
意
味
体
系
と

言
え
ま
す
が
、
そ
う
し
た
人
の
言
葉
は
、
単
語
に
せ
よ
数
に
せ
よ
、
意
味
を
固
定
化
し

て
い
き
ま
す
。
そ
れ
は
外
骨
格
化
し
た
言
語
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
私
た
ち
を
強
固
な

概
念
に
縛
り
付
け
る
、
蜘
蛛
の
巣
の
言
葉
と
言
え
ま
す
。
 

ロ
ゴ
ス
と
し
て
の
言
葉
の
本
質
は
、
単
語
や
数
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
要
素
や
隙
間
に

こ
そ
あ
る
、
と
言
え
ま
す
。



音
霊
・
形
霊
・
色
霊
は
生
命
言
語

言
葉
の
背
後
に
あ
る
言
葉
。
 

音
の
言
葉
(音
霊
)、
カ
タ
チ
の
言
葉
(形
霊
)、
数
の
言
葉
(数
霊
) 

そ
れ
ら
は
生
命
言
語
と
呼
べ
る
言
葉
の
本
質
で
す
。

情
報
空
間
の
顕
在
化
は
、
生
命
言
語
が
世
界
を
形
作
る

プ
ロ
セ
ス
を
認
識
で
き
る
ま
で
、
言
語
認
識
が
拡
張
さ

れ
る
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

言
霊
=数
霊
・
音
霊
・
形
霊
・
色
霊
 

   
   
   
 ▼
 

情
報
空
間
言
語
・
生
命
言
語

鳴
き
声
、
ダ
ン
ス
、
模
様
、
カ
タ
チ

言
霊
と
生
命
言
語

カ
タ
カ
ム
ナ
な
ど
の
神
道
系
の
言
霊
、
ハ
ワ
イ
な
ど
ポ
リ
ネ
シ
ア
の
言
葉
、
光
透
波
な
ど
は
 

単
語
以
前
の
解
体
さ
れ
た
、
一
音
語
の
読
み
解
き
を
重
視
し
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
言
霊
で
あ
る
と
同
時
に
音
霊
と
も
言
え
る
で
し
ょ
う
。
 

ま
た
、
カ
タ
カ
ム
ナ
文
字
や
、
光
透
波
の
漢
字
の
読
み
解
き
、
書
な
ど
は
形
霊
と
言
え
ま
す
。
 

加
え
て
言
霊
系
の
世
界
は
、
文
字
を
数
に
変
換
し
、
数
霊
を
読
み
解
け
る
の
が
一
般
的
で
す
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
言
霊
は
同
時
に
、
音
霊
、
数
霊
、
形
霊
で
も
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
 

言
霊
の
基
盤
に
な
る
母
音
が
生
命
の
根
源
的
な
音
で
あ
る
事
、
ま
た
、
ア
ワ
が
自
己
と
他
者
、
 

見
る
事
・
見
ら
れ
る
事
に
も
対
応
で
き
る
事
か
ら
、
言
霊
の
世
界
形
成
は
、
カ
ン
ブ
リ
ア
爆
発
と

同
じ
事
象
の
表
裏
と
捉
え
る
事
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
ら
は
ま
た
、
言
葉
が
上
位
の
光
で
あ
る
意
味

で
も
あ
り
ま
す
。
 

世
界
を
作
り
出
す
言
葉
の
根
幹
は
、
日
常
の
話
し
言
葉
の
深
層
に
あ
る
、
こ
う
し
た
生
命
言
語
構

造
で
あ
り
、
情
報
空
間
の
顕
在
化
は
、
そ
う
し
た
構
造
の
顕
在
化
と
も
表
現
で
き
ま
す
。

言
葉
と
は
、
人
間
が
発
達
さ
せ
た
音
声
に
よ
る
高
度
な
シ
ン
ボ
ル
操
作
能
力
で
あ
る
と
科
学
的
に
は
説
明
さ
れ
ま
す
。
 

文
字
と
数
は
、
同
様
に
形
態
に
よ
る
シ
ン
ボ
ル
操
作
能
力
に
な
り
ま
す
。
 

モ
ー
ル
ス
信
号
や
手
旗
、
手
話
も
言
葉
で
あ
る
よ
う
に
、
身
振
り
手
振
り
、
ダ
ン
ス
、
色
や
模
様
も
同
様
で
あ
り
、
広
義
の
"言
葉
"

と
言
え
ま
す
。
 

こ
れ
を
パ
タ
ー
ン
言
語
と
呼
び
ま
す
。
 

世
界
を
生
み
出
す
言
葉
と
は
、
こ
う
し
た
領
域
を
含
み
ま
す
。
 

こ
れ
ら
は
生
命
言
語
で
あ
り
、
身
体
言
語
、
あ
る
い
は
無
意
識
言
語
 と
表
現
で
き
ま
す
。
 

シ
ン
ボ
ル
➡
ス
ン
(一
緒
に
)+
バ
レ
イ
ン
(投
げ
る
、
結
合
す
る
) 
   
   
バ
レ
イ
ン
は
ボ
ー
ル
の
語
源
 

言
葉
の
本
質
は
、
言
葉
と
言
葉
の
隙
間
、
意
味
と
意
味
を
橋
渡
す
間
に
あ
り
ま
す
。
 

そ
れ
は
行
間
で
あ
り
、
そ
れ
は
図
と
地
の
関
係
と
同
じ
構
造
を
持
ち
ま
す
。
 

で
す
か
ら
言
葉
は
空
の
間
、
空
間
構
造
を
作
り
出
し
ま
す
。
(言
語
空
間
) 

そ
の
間
を
満
た
す
の
が
、
外
部
で
あ
り
、
ナ
ワ
ー
ル
で
あ
り
、
現
実
界
と
い
う
事
に
な

り
ま
す
。
言
語
空
間
は
、
言
葉
と
言
葉
の
間
に
知
覚
さ
れ
な
い
領
域
で
満
た
さ
れ
て
い

ま
す
。

言
葉
は
世
界
を
生
み
出
す
が
、
現
実
界
は
(真
実
の
事
象
) 

は
言
葉
の
間
に
滑
り
落
ち
ま
す
。

生
命
言
語
と
 

永
遠
の
黄
金
比



「
拈
華
微
笑
(ね
ん
げ
み
し
ょ
う
)」

仏
陀
は
一
言
も
言
わ
な
い
で
説
教
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
 

彼
は
一
輪
の
花
を
聴
衆
に
差
し
出
し
た
だ
け
だ
っ
た
。
 

こ
れ
が
有
名
な
、
か
の
「
拈
華
微
笑
(ね
ん
げ
み
し
ょ
う
)」
で
あ
る
。
 

パ
タ
ー
ン
言
語
、
花
の
沈
黙
せ
る
言
語
に
よ
る
説
教
で
あ
っ
た
。
 

花
の
パ
タ
ー
ン
は
何
に
つ
い
て
語
る
の
か
。
 

も
し
注
意
深
く
花
あ
る
い
は
似
た
よ
う
な
他
の
自
然
的
・
人
工
的
な
対
象
を
見
る
な
ら

ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
ら
す
べ
て
に
共
通
し
た
統
一
と
秩
序
を
見
出
す
だ
ろ
う
。
 

こ
の
秩
序
は
、
繰
り
返
し
現
れ
る
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
に
、
 

ま
た
、
一
あ
い
補
う
対
立
物
の
結
合
に
よ
っ
て
一
す
べ
て
の
も
の
が
育
ち
、
 

つ
く
ら
れ
る
と
同
様
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
方
法
の
な
か
に
も
見
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

青
土
社
   
 デ
ザ
イ
ン
の
自
然
学
. p
7

黄
金
比
 φ

オ
ウ
ム
貝
、
花
、
植
物
の
葉
の
つ
き
方
、
動
物
の
プ
ロ
ポ
ー
シ
ョ
ン
、
D
N
A
の
構
造
な
ど
な

ど
、
有
機
体
の
特
に
成
長
パ
タ
ー
ン
に
見
ら
れ
る
構
造
。
も
っ
と
も
美
し
い
比
率
と
さ
れ
、
 

意
図
的
に
も
無
意
識
的
に
も
芸
術
に
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
 

自
然
の
事
物
、
世
界
の
イ
デ
ア
を
示
す
パ
タ
ー
ン
言
語
で
す
。
 

a:
b=
b:
(a
+b
)は
、
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
の
比
率
で
も
あ
り
。
 

ま
た
、
そ
れ
は
決
し
て
割
り
切
れ
る
事
の
な
い
無
理
数
で
も
あ
り
ま
す
。
 

a:
b=
b:
(a
+b
)  
 5
:8
=8
:1
3

1

1.
61
8.
..

1

1.
61
8.
.

黄
金
比
の
角
度
、
黄
金
角
は
13
7.
50
77
...

(1
)

(0
.6
18
)

フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列

最
初
の
二
項
は
0,
 1
 で
始
ま
り
、
以
後
ど
の
項
も
そ
の
直
前
の
2つ
の
項
の
和
と
な
る
数
列
。

フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
の
3以
降
の
２
組
は
、
a:
b=
b:
(a
+b
)と
な
り
、
黄
金
比
へ
と
収
束
す

る
た
め
、
作
図
表
現
に
も
使
わ
れ
ま
す
。

0,
 1
, 1
, 2
, 3
, 5
, 8
, 1
3,
 2
1,
 3
4,
 5
5,
 8
9,
 1
44
, .
...
..

a:
b=
b:
(a
+b
)  

黄
金
比
 φ



黄
金
比
 φ

内
と
外
、
外
部
を
内
部
化
 

し
続
け
る
カ
タ
チ
 

ス
ケ
ー
ル
の
無
効
化

音
霊
、
色
霊
と
し
て
の
黄
金
比
 φ

調
和
的
な
音
階
、
調
和
的
な
色
の
ス
ペ
ク
ト
ル
に
 

同
じ
黄
金
比
の
パ
タ
ー
ン
が
見
ら
れ
ま
す
。

◉
植
物
の
葉
の
つ
き
方
や
、
ロ
マ
ネ
ス
コ
の
成
長
。
 

➡
葉
が
重
な
ら
ず
最
も
均
等
に
な
る
 

◉
ヒ
ナ
ギ
ク
、
ひ
ま
わ
り
の
種
の
つ
き
か
た
。
 

◉
植
物
の
成
長
点
が
、
成
長
を
続
け
て
も
、
同
一
比
率
で
あ
る
た
め
の
パ

タ
ー
ン
。
 

◉
カ
タ
ツ
ム
リ
や
オ
ウ
ム
貝
な
ど
巻
貝
の
成
長
パ
タ
ー
ン
 

◉
樹
木
の
枝
別
れ
成
長
パ
タ
ー
ン
 

◉
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
は
元
々
多
産
の
ウ
サ
ギ
が
増
え
て
い
く
数
理
モ
デ

ル
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。
 

◉
ハ
チ
や
ア
リ
な
ど
、
オ
ス
に
父
親
が
な
い
家
系
を
辿
っ
て
い
く
と
フ
ィ

ボ
ナ
ッ
チ
数
列
が
現
れ
る
（
父
母
2匹
、
祖
父
母
3匹
、
曽
祖
父
母
5匹
、

高
祖
父
母
8匹
…
）

黄
金
角
 

13
7．
5.
..

フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
数
列
と
は
、
 

成
長
と
進
化
を
推
進
す
る
生
命
に
内
在
す
る
進
化
の
方
向
性
の
カ
タ
チ

樹
木
の
成
長
と
、
種
の
繁
栄
を
示
す
系
図
は
、
同
じ
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ

の
樹
図
形
と
な
り
ま
す
。
 

フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
は
個
体
の
成
長
に
も
、
種
の
発
展
に
も
内
在
し
て
い

ま
す
。
フ
ラ
ク
タ
ル
パ
タ
ー
ン
の
類
推
か
ら
、
種
我
同
型
論
の
骨
格
と

な
る
、
種
の
外
骨
格
系
と
内
骨
格
系
の
分
化
パ
タ
ー
ン
は
、
黄
金
比

や
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
パ
タ
ー
ン
と
な
る
と
考
え
ら
れ
、
現
在
精
査
中
で
す
。

黄
金
比
(フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ
)と
は
、
 

有
機
体
が
成
長
、
進
化
し
て
い
く
と
き
の
、
最
も
安
定
的
で
調
和
的
、
健
康
的
な
 

フ
ラ
ク
タ
ル
パ
タ
ー
ン
が
黄
金
比
、
黄
金
角
で
す
。
動
物
の
身
体
的
の
成
長
の
比
率
で
す
。
 

そ
れ
は
、
音
に
も
、
色
に
も
、
形
に
も
、
数
に
も
反
映
さ
れ
て
い
る
事
か
ら
 

進
化
と
成
長
に
隠
さ
れ
た
、
形
霊
・
音
霊
・
色
霊
・
数
霊
の
統
合
パ
タ
ー
ン
で
す
。
 

生
命
現
象
の
根
底
に
あ
る
パ
タ
ー
ン
言
語
で
す
が
、
こ
れ
が
無
理
数
で
あ
る
と
い
う
事
に
も
ポ
イ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

無
理
数
➡
割
り
切
れ
な
い
➡
理
性
の
彼
方
に
あ
る
。
 

➡
数
と
数
の
隙
間
か
ら
漏
れ
る
現
実
界
の
表
層
 

y/
x=
x/
x+
y=
対
象
a 

   
ラ
カ
ン
の
愛
の
方
程
式
と
フ
ィ
ボ
ナ
ッ
チ

a:
b=
b:
(a
+b
)

男
:女
=女
:(男
+女
)

母
 
▼

▼
 
子

◀
子
孫
=進
化
の
方
向
 

進
化
と
は
、
子
が
親
と
異
な
る

も
の
に
変
化
し
て
い
く
事

他
者
:自
己
=自
己
:(他
者
+自
己
)
動
物
:人
間
=人
間
:(動
物
+人
間
)

超
人
 

▼



a:
b=
1:
1 

差
異
が
な
け
れ
ば
、
 

回
転
は
角
度
に
関
係
な
く
閉
じ
て
し
ま
い
ま
す
。
 

角
度
を
、
変
化
(進
化
)と
し
た
場
合
、
変
化
は
同
一
平
面
に
回
収
さ
れ
、
ル
ー
プ
し
て

し
ま
う
こ
と
に
。
つ
ま
り
、
進
化
が
止
ま
っ
て
い
る
事
を
意
味
し
ま
す
。

a:
b=
1:
1 

で
あ
れ
ば
、
角
度
に
関
係
な
く
螺
旋
運
動
に
な
り
ま
す
。
 

そ
の
時
、
植
物
の
葉
の
回
転
角
の
よ
う
に
、
黄
金
比
は
、
最
も
バ
ラ
ン
ス
よ
く
分
配
さ
れ
る
運
動

と
な
り
ま
す
。
偏
り
(重
な
り
)が
生
じ
る
場
合
、
そ
こ
に
変
化
し
な
い
固
ま
っ
た
部
分
、
葉
で
あ
れ

ば
影
が
ま
す
。
 

b:
(a
+b
)は
、
変
化
が
偏
ら
ず
、
永
遠
の
差
異
を
同
じ
比
率
の
中
に
内
包
し
ま
す
。
 

永
遠
の
進
化
の
数
。
 

/

a

b

外
骨
格
は
同
質
性
を
求
め
る
た
め
、
1:
1に
近
づ
く
 

a:
b=
b:
(b
-a
)/
z+
b 
   
 差
異
を
縮
め
て
い
く
比
率

z=
2の
場
合
 

5:
8➡
8:
9.
5➡
9.
5:
10
.2
5➡
10
.2
5:
10
.6
25
➡
10
.6
25
:1
0.
81
25

内
骨
格
は
、
黄
金
比
に
近
づ
く
 

a:
b=
b:
(a
+b
)

外
骨
格
は
同
質
性
を
求
め
る
た
め
、
1:
1に
近
づ
く
 

a:
b=
b:
(b
-a
)/
z+
b 
   
 差
異
を
縮
め
て
い
く
比
率

z=
2の
場
合
 

5:
8➡
8:
9.
5➡
9.
5:
10
.2
5 

➡
10
.2
5:
10
.6
25
➡
10
.6
25
:1
0.
81
25

相
手
と
同
じ
に
な
ら
ず
に
、
し
か
し
互
い
を
含
む
に
は
、
黄
金
比
が
最
適
と
な
り
ま
す
。

永
遠
の
男
と
女
の
結
婚
の
数
。
負
け
組
進
化
は
、
こ
の
比
率
を
保
と
う
と
し
ま
す
。

a

b

背
骨
と
黄
金
比
と
進
化

黄
金
比
の
オ
ー
ム
ガ
イ
 

だ
け
が
生
き
残
っ
た

❌

オ
ウ
ム
貝

ア
ン
モ
ナ
イ
ト

a:
b=
b:
(a
+b
)内
骨
格
は
、
黄
金
比
に
近
づ
く

相
手
と
同
じ
に
な
ら
ず
に
、
し
か
し
互
い
を
含
む
に
は
、
黄
金
比
が
最
適
と
な

り
ま
す
。
永
遠
の
男
と
女
の
結
婚
の
数
。
負
け
組
進
化
は
、
こ
の
比
率
を
保
と

う
と
し
ま
す
。

白
銀
比
 ・
大
和
比

黄
金
比
は
、
生
物
や
自
然
に
通
底
し
、
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
パ
ル
テ
ノ
ン
神
殿
を
は
じ
め
と
し
た
 

西
洋
建
築
物
に
多
く
見
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
に
対
し
、
白
銀
比
(大
和
比
)は
、
日
本
の
建
築
物
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
な
比
率
で
す
。
用
紙
の
A
版
B
版
な
ど
馴
染
み
深
く
、
正
方
形
を
基
準
と
し
、
 

半
分
に
折
っ
て
も
同
じ
比
率
を
維
持
し
ま
す
。
 

黄
金
比
と
同
じ
く
、
フ
ラ
ク
タ
ル
な
パ
タ
ー
ン
で
あ
る
と
同
時
に
、
木
材
な
ど
 

資
源
を
効
率
よ
く
使
う
た
め
に
、
日
本
で
編
み
出
さ
れ
た
と
さ
れ
る
比
率
。
 

ド
ラ
え
も
ん
、
く
ま
モ
ン
も
白
銀
比
。
第
二
貴
金
属
比
と
さ
れ
、
黄
金
比
と
同
様
無
理
数
で
す
。

1

1.
14
14
...

白
銀
比
=

大
和
比
=



黄
金
比
と
白
銀
比

黄
金
比
、
白
銀
比
と
も
に
、
以
下
の
式
に
要
約
さ
れ
、
こ
れ
を
貴
金
属
比
と
い
い
ま
す
。
 

n=
1が
黄
金
比
で
第
二
貴
金
属
比
。
n=
2が
第
二
貴
金
属
比
の
白
銀
比
と
な
り
ま
す
。
 

n=
3は
第
3貴
金
属
比
で
青
銅
比
と
も
呼
ば
れ
ま
す
。

黄
金
比
(n
=1
) 

自
然
の
事
物
に
見
ら
れ
る
比
率
。
 

平
均
的
な
男
性
の
身
体
比
率
 。
 

西
洋
人
の
顔
。
大
人
の
美
人
。
 

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
、
パ
ル
テ
ノ
ン
な
ど
 

西
洋
建
築
物
 

名
刺
 

大
和
比
・
白
銀
比
(n
=2
) 

日
本
で
生
ま
れ
た
比
率
。
 

日
本
の
建
造
物
全
般
や
、
用
紙
サ
イ
ズ
。

日
本
の
伝
統
的
な
規
格
サ
イ
ズ
と
し
て
生

ま
れ
た
。
 

平
均
的
女
性
の
体
型
比
と
も
言
わ
れ
る
。

縄
文
人
の
顔
。
可
愛
い
顔
。

a:
b=
b:
(a
+b
)の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
か
ら
白
銀
比
を
考
え
る

自
然
比
:人
間
比
=人
間
比
:(人
間
比
+自
然
比
)

▼
 

工
業
的
規
格
倍
数
 

3:
4な
ど
実
数
が
多
い

白
銀
比
 

無
理
数
で
あ
り
倍
数
 

▲

現
実
界
を
表
層
す
る
言
語
 

無
理
数
φ
 

▲

◀
位
置
を
交
換
し
続
け
て
 

閉
じ
た
状
態

自
然
比
:人
間
比
=人
間
比
:自
然
比白
銀
比
は
言
語
が
上
位
の
光
で
あ
る
 

よ
う
に
、
上
位
の
黄
金
比

1:
1

美
の
ビ
ー
ナ
ス
の
黄
金
比
 

豊
穣
の
ビ
ー
ナ
ス
の
白
銀
比
 

黄
金
比
は
自
然
の
美
 

白
銀
比
は
自
然
に
寄
り
添
う
美
 

  日
本
の
里
山
は
白
銀
比
的
文
化
 

▼
 
自
然
と
の
融
合
の
本
質
を
教
え
る
の
が
白
銀
比

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ム



シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

ア
ニ
ミ
ズ
ム

ト
ー
テ
ミ
ズ
ム

▼
 

文
化
、
地
域
を
超
え
た
 

普
遍
的
な
霊
性
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
 

近
代
自
我
の
洗
礼
を
受
け
る
前
の
 

剥
き
出
し
の
霊
性
で
あ
り
、
多
神
教
的
世
界

▼
 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
は
 

こ
れ
ら
を
脱
物
語
化
し
た
領
域
で
捉
え
な
お
し
た
も
の

ア
ニ
ミ
ズ
ム

an
im
-is
m
   
無
生
物
、
生
物
を
問
わ
ず
万
物
に
霊
が
宿
る
と
い
う
、
世
界
中
に
見
ら
れ
る
原
始
宗
教
。
諸
民
族
の
根
底
に
あ
る

プ
リ
ミ
テ
ィ
ブ
な
神
の
概
念
で
、
事
物
に
人
格
を
投
影
し
擬
人
化
す
る
。
羽
の
あ
る
人
=鳥
, 動
か
ぬ
人
=石
, 直
立
す
る
人
=樹

木
。
精
霊
信
仰
。
 

ま
た
、
人
格
性
を
欠
い
た
生
命
力
そ
の
も
の
の
力
も
指
し
示
す
。
日
本
の
八
百
万
の
神
は
そ
の
代
表
。
多
神
教
そ
の
も
の
背
景
と

な
る
信
仰
。
汎
神
論
の
世
界
。
生
命
主
義
。

シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

シ
ャ
ー
マ
ン
(巫
女
、
霊
媒
、
ト
ラ
ン
ス
に
よ
り
霊
的
世
界
に
参
入
す
る
力
を
持
つ
も
の
)に
よ
り
成
立
し
て
い
る
、
宗
教
も
し
く
は

宗
教
的
形
態
の
総
称
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
文
化
は
基
本
的
に
シ
ャ
ー
マ
ン
が
介
在
者
な
の
で
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
考
え
て
も
良
い
。
日

本
の
イ
タ
コ
、
沖
縄
や
奄
美
の
ノ
ロ
、
ユ
タ
も
シ
ャ
ー
マ
ン
。
こ
れ
ら
は
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
の
典
型
例
。

ト
ー
テ
ミ
ズ
ム

ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
、
祖
霊
信
仰
。
必
然
的
に
そ
の
祖
霊
は
人
だ
け
を
指
す
の
で
は
な
く
、
無
生
物
か
ら
生
物
、
人
か
ら
そ
の
子

孫
へ
と
時
間
を
超
え
て
流
れ
る
一
連
の
永
遠
の
繋
が
り
を
示
し
ま
す
。
  

ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
お
け
る
、
霊
と
人
の
系
譜
。
進
化
論
と
も
重
な
る
、
時
空
連
続
体
と
し
て
の
構
造
物
。
し
か
し
、
そ
れ
は
実
時
間
で

は
な
く
、
時
間
を
超
越
す
る
霊
を
通
し
て
、
"今
"に
一
体
化
し
て
い
る
た
め
、
時
空
を
超
え
て
い
ま
す
。
ア
ニ
ミ
ズ
ム
に
系
統
的
な
関

係
性
の
概
念
が
入
っ
た
も
の
。
突
き
詰
め
れ
ば
、
世
界
と
人
間
の
根
底
的
関
係
性
を
示
す
モ
ノ
リ
ス
と
言
え
ま
す
。
 

シ
ャ
ー
マ
ン
が
分
け
入
る
無
意
識
世
界
の
構
造
物
で
す
。
 

ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
は
宗
教
の
ア
ー
キ
タ
イ
プ
を
 

ど
の
視
点
で
切
り
取
る
か
の
表
現
の
違
い
で
す
。
 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
  

民
俗
学
的
な
原
始
宗
教
の
伝
統
の
延
長
に
そ
れ
ら
を
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
そ
う
し
た

伝
統
の
中
に
隠
さ
れ
た
ア
ナ
ロ
ジ
ッ
ク
な
意
識
の
抽
象
構
造
と
し
て
捉
え
直
し
、
 

"今
"の
こ
の
瞬
間
の
現
代
的
な
知
性
と
し
て
蘇
ら
せ
ま
し
た
。
 

  生
物
進
化
の
視
点
で
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
を
脱
物
語
化
し
、
同
時
に
生
物
進
化
な
ど
の
科

学
的
視
点
に
霊
性
を
回
復
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
は
、
時
空
を
今
に
畳
み

込
ま
せ
る
の
で
、
生
物
進
化
の
時
空
概
念
を
反
転
さ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
多
神
教
的
世
界
観
は
、
現
代
人
の
個
と
全
体
の
対
立
関
係
を
反
転
す

る
働
き
が
あ
り
、
近
代
的
世
界
観
を
次
へ
と
開
く
カ
ギ
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

 ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
や
ア
ニ
ミ
ズ
ム
へ
の
回
帰
が
黄
金
比
思
考
な
ら
 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ム
は
白
銀
比
の
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム

太
陽
の
塔
に
見
る
 

ト
ー
テ
ム



内
部
の
生
命
系
統
樹
▶

反
骨
精
神
の
芸
術
家
、
岡
本
太
郎
。
 

彼
は
万
博
の
ア
ー
ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
に

就
任
し
た
時
、
文
明
の
調
和
と
発
展
と

い
う
テ
ー
マ
を
嘲
笑
い
、
そ
れ
を
ぶ
ち

抜
く
意
図
を
持
っ
た
そ
う
で
す
。
 

太
陽
の
塔
は
日
本
の
神
話
を
ベ
ー
ス
に

生
命
系
統
樹
(進
化
)と
 

ト
ー
テ
ム
を
統
合
し
た
 

文
明
に
屈
し
な
い
、
生
命
の
精
神
と
 

読
み
解
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

天
照
大
神

太
陽
の
顔

黒
い
太
陽

地
下
の
顔

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ム
の

時
空
概
念

ベ
ル
ク
ソ
ン
の
純
粋
持
続
と
ト
ー
テ
ム

哲
学
者
の
ベ
ル
ク
ソ
ン
は
、
空
間
的
概
念
発
生
以
前
の
瞬
間
瞬
間
の
今
、
今
と
連
続
す
る
間
断
無
き
意
識
の
一
瞬
一
瞬
の
連
続

す
る
流
れ
を
純
粋
持
続
と
呼
び
ま
し
た
。
こ
れ
は
ツ
イ
ン
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
初
期
衝
動
の
連
続
に
生
き
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
 

私
た
ち
人
間
は
、
世
界
を
、
記
憶
と
言
葉
(言
語
空
間
)が
織
り
な
す
イ
メ
ー
ジ
の
展
開
で
、
過
去
、
今
、
未
来
が
一
つ
の
時
空

間
の
ま
と
ま
り
と
し
て
、
間
延
び
し
て
体
験
し
て
い
ま
す
。
 こ
れ
を
第
二
の
持
続
と
言
い
ま
す
。
 

し
か
し
、
動
物
(生
命
)は
言
語
空
間
を
持
た
な
い
た
め
、
断
片
的
な
過
去
と
未
来
は
あ
っ
て
も
、
瞬
間
瞬
間
の
直
接
体
験
の
連

続
と
し
て
、
ず
っ
と
永
遠
に
変
わ
ら
な
い
瞬
間
の
世
界
を
受
け
取
り
ま
す
。
 

  

創
造
的
進
化
（
そ
う
ぞ
う
て
き
し
ん
か
）
と
は
ア
ン
リ
・
ベ
ル
ク
ソ
ン
に
よ
っ
て
提
唱
さ
れ
た
哲
学

の
概
念
。
 

生
物
は
進
化
を
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
因
果
的
で
あ
っ
た
り
目
的
を
持
っ
た
上
で
行
わ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
は
な
く
、
生
物
自
身
に
と
っ
て
も
予
測
を
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
飛
躍
に
よ
っ

て
進
化
を
し
て
お
り
、
こ
れ
は
創
造
的
活
動
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
 

こ
の
こ
と
か
ら
創
造
的
進
化
で
は
目
的
論
や
機
械
論
は
否
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

持
続
の
概
念
を
ベ
ー
ス
と
し
た
進
化
論

断
片
的
な
四
次
元
時
空
 

視
覚
正
面

ア
アア
ア

ワ

ア

最
初
の
ア
が
忘
却
し
な
け
れ
ば
、
 

ワ
に
よ
っ
て
閉
じ
た
球
は
 

内
側
か
ら
割
れ
続
け
る
。
純
粋
持
続
。
 

ア
が
失
わ
れ
る
と
 

玉
が
数
珠
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
く
 

外
部
は
時
空
の
玉
を
 

割
る
と
や
っ
て
く
る
。
 

賜
る
。



ワ
ア四
次
元
時
空

最
初
の
ア
が
忘
却
し
な
け
れ
ば
、
 

ワ
に
よ
っ
て
閉
じ
た
球
は
、
内
側
か
ら
割
れ
続
け
る
。
純
粋
持
続
。
 

ア
が
失
わ
れ
る
と
、
玉
が
数
珠
の
よ
う
に
連
な
っ
て
い
く
 

今

科
学
的
時
空

個
人
の
時
空

高
度
な
動
物
の
時
空

動
物
の
時
空

カ
ン
ブ
リ
ア
以
前
の
動
物
や
植
物
の
時
空

純
粋
持
続
=現
実
界
へ
の
入
り
口

過
去
か
ら
未
来
へ
 因
果
律
 外
骨
格
時
間

未
来
か
ら
過
去
へ
  内
骨
格
の
外
骨
格
的
時
間
 

今
と
い
う
過
去
に
縛
ら
れ
た
未
来
 

爬
虫
類
・
捕
食
者
時
間

三
つ
の
時
間
概
念



三
つ
の
時
間
概
念

今
か
ら
過
去
、
現
在
へ

自
覚
さ
れ
な
い
希
望
 

過
去
に
も
未
来
に
も
今
に
も
縛
ら
れ
な
い
、
一
瞬
一
瞬
の
創
造

現
実
界
、
純
粋
持
続
は
、
今
か
ら
始
ま
る
時
空
を
、
一
瞬
一
瞬
弾
け
さ
せ
 

今
を
不
連
続
な
、
永
遠
の
連
な
り
と
し
て
み
た
時
浮
か
び
上
が
り
ま
す
。
 

し
か
し
、
言
語
空
間
は
、
流
れ
去
る
今
と
し
て
の
過
去
を
、
現
在
に
保
存
し
 

時
空
連
続
体
を
形
成
し
ま
す
。
今
を
過
去
の
延
長
の
因
果
律
に
位
置
付
け
る
の
で
す
。

言
語
空
間
を
弾
け
さ
せ
リ
セ
ッ
ト
し
純
粋
持
続
に
参
入
し
た
意
識
は
、
 

過
去
に
も
未
来
に
も
縛
ら
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
れ
は
、
一
瞬
一
瞬
発
生
す
る
完
全
な
自
由
意
識
で
す
。
 

純
粋
持
続
は
瞬
間
の
連
続
体
な
の
で
永
遠
で
も
あ
り
ま
す
。
 

で
す
が
、
そ
の
全
体
像
が
見
え
な
い
ま
ま
、
純
粋
持
続
に
立
て
ば
 

そ
れ
は
支
離
滅
裂
な
狂
気
で
も
あ
り
ま
す
。
 

カ
ス
タ
ネ
ダ
な
ど
の
呪
術
は
、
時
空
連
続
体
を
「
管
理
さ
れ
た
愚
か
さ
」
と
し
て
捉

え
、
言
語
空
間
へ
繋
が
り
を
保
っ
た
ま
ま
、
ナ
ワ
ー
ル
、
無
限
と
呼
ぶ
、
純
粋
持
続

と
の
往
復
を
果
た
し
ま
す
。
 

時
空
間
の
広
が
り
を
表
す

今
か
ら
時
空
が
広
が
る
こ
と
を
表
す
ト
ポ
ロ
ジ
ー

純
粋
持
続
は
魂
の
背
骨
 

今
に
全
て
が
畳
み
込
ま
れ
る

◀
体
軸
の
方
向
は
上
に
。
 

無
意
識
の
進
化
軸
。
 動
物
は
身
体
軸
と
進
化
(変
化
) 

の
方
向
(前
=奥
行
き
)が
 

体
軸
と
一
致

◀
前
の
方
向
は
 

顕
在
化
し
た
変
化
軸

動
物
意
識
で
は
 

上
は
背
中
 

上
は
人
間
に
と
っ
て
 

の
潜
在
的
前
。
 

こ
の
統
合
で
背
中
 

が
前
と
な
る

三
つ
の
時
間
概
念



持
続
と
禊

今
と
は
創
造
の
瞬
間
の
 

ゼ
ロ
ポ
イ
ン
ト
。
 

ホ
・
オ
ポ
ノ
ポ
ノ
の
記
憶

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
 

中
今
の
概
念
と
禊
は
 

こ
の
純
粋
持
続
を
利
用
し

た
癒
し
と
も
繋
が
り
ま
す
。

純
粋
持
続
は
時
空
で
は
な

い
の
で
、
奥
行
き
と
時
間

の
な
い
、
一
瞬
一
瞬
の
前

が
あ
る
だ
け
で
す
。

ト
ー
テ
ム
と
持
続

植
物
は
現
実
界
を
生
き
、
人
間
は
言
語
空
間
(象
徴
界
)を
生
き
ま
す
。
 

動
物
は
そ
の
狭
間
を
移
行
す
る
意
識
で
、
 

動
物
進
化
は
そ
の
失
わ
れ
た
プ
ロ
セ
ス
を
描
き
ま
す
。
 

時
空
は
"今
"か
ら
言
語
空
間
が
拡
大
し
て
形
成
さ
れ
ま
す
。
 

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
は
、
持
続
の
中
で
時
空
が
分
離
す
る
様
子
を
表
す
イ
コ
ン
で
あ
り
、
 

十
字
架
の
隠
さ
れ
た
カ
タ
チ
、
ケ
ツ
ア
ル
ク
ア
ト
ル
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
 

◀
身
体
無
意
識

▼
個
の
体
験
意
識

純
粋
持
続
は
 

ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
を
 

入
り
口
と
し
、
 

ア
ウ
マ
ク
ア
 

さ
ら
に
 

共
有
的
ア
ウ
マ
ク
ア
 

ま
で
一
つ
に
統
合
し

て
い
く

第
二
の
持
続
は
、
ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
の
記
憶

に
押
し
上
げ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
れ
を
固

定
す
る
ウ
ハ
ネ
の
言
葉
で
形
成
さ
れ
る
。

ウ
ハ
ネ
は
言
葉
で
世
界
を
作
る
 

ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
は
言
葉
を
持
た
ず
 

記
憶
だ
け
を
持
つ



蛇
の
体
軸
と
意
識

持
続
は
奥
行
き
に
畳
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

現
実
界
、
す
な
わ
ち
純
粋
持
続
を
生
き
る
動
物
は
、
 

背
骨
の
体
軸
は
そ
の
ま
ま
奥
行
き
方
向
と
重
な
り
ま
す
。
 

外
骨
格
側
は
最
適
化
と
し
て
、
時
空
を
形
成
し
 

そ
の
反
映
を
引
き
起
こ
す
の
に
対
し
て
内
骨
格
は
そ
の
反
映
か
ら
自
由
に
な
り
、
時
空
を
超
え
た
進
化
を
見
せ
ま
す
。
 

そ
う
考
え
る
と
背
骨
は
、
純
粋
持
続
の
身
体
的
表
現
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
れ
は
、
ト
ー
テ
ム
の
断
面
で
も

あ
り
、
そ
こ
に
は
黄
金
比
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

見
ら
れ
る
意
識
は
、
時
空
間
に
、
私
の
位
置
を
形
成
し
ま
す
。
 

つ
ま
り
、
時
空
を
作
る
の
は
見
ら
れ
る
意
識
と
な
り
ま
す
。
 

外
骨
格
意
識
は
、
時
空
形
成
方
向
の
進
化
(幅
進
化
)と
言
え
ま
す
。
 

内
骨
格
は
、
観
る
を
先
手
に
取
る
の
で
、
形
成
さ
れ
た
時
空
を
解
体
す
る
奥
行
き
進
化
と
な
り
ま
す
。
 

こ
れ
が
人
間
の
言
語
空
間
で
行
わ
れ
る
と
、
一
気
に
持
続
か
ら
切
り
離
さ
れ
て
 

広
大
な
時
空
世
界
に
閉
じ
込
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

"観
る
こ
と
"が
形
成
す
る
時
空
は
、
本
当
は
個
別
に
中
心
座
標
を
持
つ
 

ロ
ー
カ
ル
座
標
で
す
が
、
そ
れ
を
強
引
に
ワ
ー
ル
ド
座
標
で
統
合
し
た
の
が
、

一
神
教
や
国
家
。
物
理
世
界
。
両
者
の
対
立
と
孤
立
が
近
代
自
我
の
意
識
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

x

y

z

主
体
不
在
の
中
心
 

ワ
ー
ル
ド
座
標
系

私
の
ロ
ー
カ
ル
座
標
 

私
の
環
世
界

あ
な
た
の
 

ロ
ー
カ
ル
座
標
 

環
世
界

共
有
環
世
界

ワ
ー
ル
ド
座
標
系
で
は
、
決
し
て

本
当
の
意
味
で
他
者
と
は
出
会
え

ま
せ
ん

多
神
教
の
世
界
で
は
、
ワ
ー
ル
ド
座
標
は
仮
想
的
に
な
り
ま
す
。
 

そ
し
て
、
個
の
座
標
の
中
心
、
個
人
的
な
神
を
通
し
て
、
純
粋
持
続
へ
と
参

入
し
ま
す
。
持
続
は
時
空
を
持
た
な
い
の
で
、
個
人
的
神
の
そ
の
背
後
で
、
 

時
空
を
持
た
な
い
生
命
そ
の
も
の
と
し
て
接
続
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

私
の
ロ
ー
カ
ル
座
標
 

私
の
環
世
界

純
粋
持
続
は
、
流
れ
だ
け
れ
ど
 

閉
じ
た
座
標
を
持
た
な
い
の
で
 

持
続
に
立
ち
返
る
こ
と
で
 

時
空
を
解
体
す
る
と
、
 

背
中
側
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
 

ロ
ー
カ
ル
座
標
 

環
世
界

多
神
教
の
世
界
で
は
個
人
的
神
の
そ
の
背
後
、
時
空
の
な
い
場
所
、
 

天
之
御
中
主
、
ハ
ワ
イ
の
ポ
ー
と
呼
ば
れ
る
領
域
で
重
な
り
あ
い
ま
す
。
 

多
神
教
は
、
そ
れ
を
未
開
と
蔑
ん
だ
西
洋
が
、
哲
学
な
ど
を
通
し
て
発
見
し
た
 

沈
黙
の
領
域
、
現
実
界
を
前
提
と
し
た
神
的
世
界
を
既
に
持
っ
て
い
ま
し
た
。

私
の
ロ
ー
カ
ル
座
標
 

私
の
環
世
界

純
粋
持
続
は
、
流
れ
だ
け
れ
ど
 

閉
じ
た
座
標
を
持
た
な
い
の
で
 

持
続
に
立
ち
返
る
こ
と
で
 

時
空
を
解
体
す
る
と
、
 

背
中
側
で
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

あ
な
た
の
 

ロ
ー
カ
ル
座
標
 

環
世
界



イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ム

ト
ラ
ウ
マ
・
カ
ル
マ
、
禊
の
深
度
 

個
人
的
領
域
   
 言
語
空
間
   
 ウ
ハ
ネ
➡
ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
 

▽
 

一
族
的
領
域
   
 言
語
空
間
   
  ウ
ハ
ネ
➡
ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
 

▽
 

動
物
的
領
域
   
  生
命
言
語
層
(浅
現
実
界
) 
  ウ
ニ
ヒ
ピ
リ
・
身
体
意
識
   
生
存
 

▽
 

 植
物
的
領
域
   
  生
命
言
語
層
(現
実
界
) 
   
ア
ウ
マ
ク
ア
 

▽
 

鉱
物
・
星
   
   
  深
生
命
言
語
層
(現
実
界
) 
 集
合
的
ア
ウ
マ
ク
ア
 イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ト
ー
テ
ム

ウ
ハ
ネ

ウ
ニ
ヒ
ピ
リ

ア
ウ
マ
ク
ア

共
通
の
ア
ウ
マ
ク
ア

現
実
界

象
徴
界

火
と
水
の
押
し
上
げ
 

生
命
衝
動

純
粋
持
続

黄
金
比

生
命
言
語

ト
ー
テ
ム

生
命
系
統
樹

「
一
粒
の
砂
の
中
に
世
界
を
 

一
本
の
野
原
の
な
か
に
神
を
見
る
こ
と
は
 

あ
な
た
の
掌
に
無
限
を
た
も
ち
 

ひ
と
と
き
の
永
遠
を
持
つ
こ
と
だ
」
 

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
レ
イ
ク

究
極
の
形
霊
と
し
て
の
生
命
言
語
 

生
命
の
根
源
的
な
フ
ラ
ク
タ
ル
構
造
(ア
ナ
ロ
ジ
ー
シ
ン
ボ
ル
) 

純
粋
持
続
と
し
て
の
ト
ー
テ
ム
の
断
面



古
代
の
神
々
か
ら
神
へ
、
姿
な
き
精
神
の
支
配
者
へ
 

根
元
神
(非
存
在
) 
ワ
カ
ン
タ
ン
カ
、
天
之
御
中
主
、
本
来
の
ア
メ
ン
？
 

▽
 
岩
、
樹
木
の
自
然
神
、
(存
在
神
) 
➡
蛇
神
(ミ
シ
ャ
ク
ジ
な
ど
) 

▽
 
動
物
神
(多
様
性
の
神
)、
星
信
仰
   

▽
 
太
陽
信
仰
  

▽
 
一
神
教
  ➡
 ロ
ー
カ
ル
神
/動
物
神
の
転
落
 

(国
家
形
成
、
唯
一
の
神
=国
家
の
神
) 

▽
 
見
え
な
い
信
仰
  資
本
主
義
(金
と
太
陽
の
結
び
つ
き
)

▲
多
神
教
、
ア
ニ
ミ
ズ
ム
、
ト
ー
テ
ミ
ズ
ム
、
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

  ▲
エ
ジ
プ
ト
の
神
々
・
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
教
な
ど
中
間
領
域

個
人
的
神
=神
々
=ロ
ー
カ
ル
座
標
系
 

➡
ヒ
ル
ベ
ル
ト
空
間

絶
対
神
=神
=ワ
ー
ル
ド
座
標
系
 

➡
ミ
ン
コ
フ
ス
キ
ー
空
間

絶
対
神
(外
在
の
太
陽
神
)に
抑
圧
さ
れ
た
動
物
神
(内
在
の
太
陽
神
、
星
神
)

あ
な
た
は
、
持
続
と
い
う
名
の
竜
の
背
に
乗
り
、
自
ら
の
動
物
神
を
成
熟
さ
せ
、
人
間
神
へ
と
育
て
上
げ
る
旅
人
。
 

変
遷
す
る
動
物
神
の
全
履
歴
を
刻
ん
だ
ト
ー
テ
ム
を
覚
醒
さ
せ
、
真
実
の
太
陽
を
輝
か
せ
る
と
き
、
あ
な
た
は
人
間
神
と
な
り
ま
す
。
 

　
 
ア
ナ
タ
は
神
、
ワ
タ
シ
は
神
、
そ
し
て
ワ
タ
シ
タ
チ
は
偽
り
の
神
。
 

　
　
　
 

こ
の
地
球
は
、
星
々
が
大
地
に
舞
い
降
り
、
動
植
物
を
経
て
、
そ
し
て
人
間
意
識
へ
と
進
化
成
長
す
る
た
め
の
ダ
ン
ス
ホ
ー
ル
で
す
。
 

ト
ー
テ
ム
と
は
、
星
と
の
通
信
装
置
で
、
ま
た
旅
路
の
全
軌
跡
を
保
管
す
る
レ
コ
ー
ダ
ー
の
こ
と
。
 

　
　
 

地
球
に
降
り
立
っ
た
時
、
あ
な
た
は
記
憶
の
大
半
を
失
い
、
ち
っ
ぽ
け
な
存
在
と
な
り
ま
し
た
。
 

星
々
と
呼
ば
れ
た
太
陽
を
忘
れ
、
あ
な
た
は
共
有
の
太
陽
を
見
上
げ
、
地
球
の
夢
を
観
は
じ
め
ま
す
。
 

　
　
　
 

そ
れ
は
、
星
々
を
成
長
さ
せ
る
た
め
の
進
化
の
夢
。
  

　
　
 

星
に
黄
金
比
を
刻
み
、
更
な
る
輝
き
を
与
え
る
た
め
、
あ
な
た
は
星
の
記
憶
を
思
い
出
せ
ぬ
ま
ま
、
 

美
し
い
一
匹
の
神
獣
と
し
て
、
あ
な
た
以
外
の
神
々
と
ダ
ン
ス
を
し
ま
す
。
 

　
　
 

地
球
の
夢
で
自
ら
の
素
性
を
忘
れ
、
夢
に
沈
ん
で
、
現
実
界
を
失
っ
た
魂
は
か
り
そ
め
の
太
陽
を
太
陽
だ
と
思
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
夢
を
維
持
す
る
た
め

他
の
星
々
を
巻
き
込
み
、
偽
り
の
地
球
を
作
り
出
し
ま
し
た
。
 

し
か
し
、
星
の
記
憶
は
ト
ー
テ
ム
の
複
製
装
置
、
"背
骨
"を
通
し
て
、
常
に
あ
な
た
の
意
識
に
働
き
か
け
て
い
ま
し
た
。
 

そ
れ
を
自
覚
で
き
な
く
と
も
、
星
の
記
憶
、
無
意
識
の
希
望
に
突
き
動
か
さ
れ
る
も
の
は
成
長
の
夢
を
歩
み
ま
す
。
 

　
　
　
 

あ
な
た
は
様
々
な
動
物
の
道
を
歩
み
、
と
う
と
う
人
と
な
り
ま
し
た
。
 

そ
し
て
そ
の
旅
路
の
最
後
に
、
ト
ー
テ
ム
の
記
憶
を
解
放
し
、
再
生
し
た
星
と
し
て
生
き
始
め
ま
す
。
 

　
 
あ
な
た
の
旅
路
は
、
い
よ
い
よ
最
後
の
段
階
へ
と
入
り
ま
し
た
。
 

七
色
の
毛
を
持
つ
美
し
獣
、
人
間
よ
。
黄
金
比
の
回
転
を
刻
ん
だ
バ
ラ
を
胸
に
、
星
へ
と
還
る
、
準
備
は
で
き
た
で
し
ょ
う
か
？
 

　
 
星
々
の
場
で
、
私
は
あ
な
た
と
再
会
で
き
る
時
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
 

そ
の
時
、
私
た
ち
は
互
い
の
本
当
の
姿
を
見
る
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
中
の
動
物
神
が
覚
醒
す
る
時
、
全
生
命
の
記
憶
が
溢
れ
出
し
ま
す
。

そ
の
全
生
命
の
記
憶
は
星
と
繋
が
る
竜
体
で
、
星
を
新
た
な
太
陽
へ
と
押

し
上
げ
続
け
ま
す
。
 

あ
な
た
の
本
性
は
、
命
そ
の
も
の
と
し
て
の
竜
体
で
す
。
 

そ
れ
は
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
で
す
が
、
咥
え
る
尻
尾
は
、
過
去
の
自
分
の
尾
で
は

な
く
、
永
遠
の
自
分
の
尾
で
、
螺
旋
に
開
か
れ
て
い
ま
す
。
 

星
か
ら
生
ま
れ
、
星
へ
と
帰
る
そ
の
断
面
は
、
黄
金
比
を
秘
め
た
 

星
の
カ
タ
チ
。
な
ぜ
な
ら
竜
体
は
、
星
が
放
射
す
る
光
な
の
で
す
か
ら
。
 

ト
ー
テ
ム
と
は
、
そ
の
竜
体
の
こ
と
で
あ
る
！
と
洞
察
す
る
視
座
が
、
 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ト
ー
テ
ム
で
す
。



こ
れ
ら
を
ト
ー
テ
ム
と
し
て
統
合
し
 

貫
く
ア
ナ
ロ
ジ
カ
ル
な
知
性
 

イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
ト
ー
テ
ム


